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英語教育における小中連携
一小学校外国語活動の授業づくりの視点から-
学習開発コース (13220907) 佐藤静香
本研究では，英語教育の効果的な小中連携を図るために，小学校外国語活動の授業でイ可
ができるかを考究してし、く。先行研究での小中連携の現状と課題の把握や，教l融専門実習
及び鴨擬授業の考察から，外国語活動の授業づ、くりを行う上で配慮すべき点を整理した。
その結果，教員聞の共通F間半，音声指導の充実と教具の積極的な活用，小学校と中学校が
連携したカリキュラムの作成の3つが重要で、あることが1i何患できた。
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1 問題の所在と方法
( 1)問題の所在及。噺究の背景
平成20(2008)年3月の学習指導要領t文訂により，
半成 23(201)年度より全国の公立小学校で外国
語活動が新設され，小学校第5学年及び第6学年
で年間 35単位時間の外国語活動が全面実施され
む 中判;交では，英語科の授業時数や指導する語
葉数の増加など英語教育の充実が図られているD
小学校に外国語活動が新設されたことにより，
特に音声面を中心として外国語を旧いたコミュニ
ケーション能力の素地が育成されることとなったO
このことを出きまえ， 中寺斗交では小守司交ではぐくま
れた素地の上に「読むことJ， I書くことjを加
え3 中・高等学校で「聞くことJ， I話すことJ， 
「読むことJ， I書くことjの4技能をバランス
よく育成することが求められている。さらに，小・
斗l・高等学校を通じて，積極的にコミュニケーシ
ョンを図ろうとする問主の育成も求められてし、る。
これらのことから，今まで以上に英語教育の分野
でソト中連携が求められると言える。
「第 2回小朝交英語に関する基本調査(教員調
査)J (Benesse教育研究開発センター， 2010)に
よると，中学校との接続 ・連携を十分であるとし
ていない学校が8割以上あったコまた，外国語の
指導に対し，小判;交の学級担任の 68.1協が自信が
ないと回答し，62.1協が負担を感じていると答えて
しも。英語教育における小中連携は意識されてい
るものの謝起が残り，小:芋|佼の学級担任の多くが
外国語活動の指導に対して不安を抱えているとし、
う羽状がある。
山形県で英語教育はどのように位置づけられ
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ているのヵ、第5次山形県教育振興計画(2004)で
は，英語教育を時代にふさわしし、能力を身につけ
ることに位置づ、け，小朝交第5学年及び第6学年
で外国語活動を実施するとした。その成果と課題
から，第6次山形県教育振興計画策定の主な視点
として，国際理解に関する学習の推進と小 ・中・
高等学校8年間を見I回した外閏語活動 ・英語教育
の描隼が挙げられ3 山形県でもさらなる英語教育
の充実に向けての体制構築が図られている。
(2)研究の目的と方法
本研究の目的は， IL形県内における英語教育の
効果~I~Jな小中連携を図るために，小判交外国語活
動の授業で何ができるかを考究することである。
本研究の方法は，はじめに先行研究カも英語教
育における小中連携の現状と百県)琶を十日屋する。次
に，県内の小 ・中学校教員を対象にアンケ一卜調
査を実j庖し，県内の状況を知る。それらを踏まえ3
英語教育ーの効果的な小中連携を図るために，小学
校外国三喜活動の授業の在り方を，教職専門実習を
通して検証 ・考察し， ! J、判形作国語活動の授業の
可能性を探ってし、く。
2 先行研究の検討
(1)小中連携
文部科宇省、(2012)は小中連携を，小 ・中判交が
互し、に情報交換・交流することを通じ，小判交教
育から中学校教育への円滑なほ続を目指す保々な
教育であると捉えているc また，直山(2010)は2
教員にとってではなく児童 ・生徒にとって小中連
携が必要であり，生徒が「小学校で、ゃったことが
役に立っているJと感じることであるとしている。
このことから，小学校と中判交の連携は， 1輯亮
した子どもの学びを支えるために行う様々な取り
組みのことであると言える。
(2)学習指導要領での連携
小学校外国語活動の目標は r外国語を通じて，
言言吾や文化について体験的に理解を深め，積極的
にコ ミュニケーションを図ろうとする態度の育成
を図り，外国語の音声や金ド的な表現に慣れ親し
ませながら，コミュニケーション能力の素地を養
う。」である。中学校外国語科の目標は r外国語
を通じて，言語や文化に対する理解を深め，積極
的にコミュニケーションを函ろうとする態度の育
成を図り， 聞くこと，話すこと， 読むこと，書く
ことなど、のコミュニケーション能力の基礎を養
う。」である(文部科学省，2008)。
小学校で、は「コミュニケーション有色力の素地」
としづ表現を用い， 中学校の 「コミュニケーショ
ン能力の基礎Jとの聞に段階があることを示して
いる(小泉，2010)ロ「コミュニケーション能力の素
地」とは，中学校や高等判:交の外国語科で養うこ
ととしているコミュニケーション官旨力を支えるも
のであり 3 外国語活動は中学校の外国語科の学習
に接続するものとして位置づけられている。一方，
「コミュニケーション能力の基礎」とは，より具
体的な言語材料と技能の習得・ 定着を図ることを
意味してし、る。小学ヰ矧ト国語活動で一定の素地が
育成されていることを踏まえることで，英語の基
礎をしっかり教えることができるようになる。
(3)小中連携の必要性に関する意識
山口，巽(2010)は，岐阜市内の小朝交教員と中
学校英語科の教員を対象に，小中連携の必要性lこ
関する調査を行った。結果は表lの通りである。
表l小中連携の必要性に対する意識
小学!交 中判ー交
大変必要 28九 42出
ある手盟主必要 60% 54見
どちらともいえない 10九 Hも
あまり必要でない 2% 3九
まったく必要でない 0話 0% 
小 ・中学校共に約9害IJの教員が小中連携は必要
であるとしている。中朝交英語科の教員は 96制2
必要だとしており，小学校教員の害IJ合を上回って
し、る。
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(4)小中連携の実態
①小中連携に取り組んでし、る中学校区
「平成 23年度公立小・中学|交における教育課
程の編成 ・実施状況調査(B票)J (文部科学省，
2011)によると，平成 21(2009)年度に外国語教育
に関し小中連携に取り組んだ中学1交区は 55.5札
平成22(2010)年度は63.3札平成23年度に取り組
む計画である中学校区は 72.4%としづ結果で、あっ
た。小中連携に取り組もうとしてし、る中守交区は
増加しれもが，平成23年度より小朝交で、外国語
活動が全面実施されるのに対し，約3割の中判交
区で、小中連携が行われていない現状がある。
②取り組みの内容
同調査による， 小中連携に取り組んでいる中学
校区のそれぞれの取り組みは表2の通りである。
なお，この調査では， r情報交換jを互いの取り組
み・実践を情報として交換すること，r交流」を情
報交換した内容について研究協議すること ・互い
の判交で授業を行うことと し，複数回答可である。
表2.それぞれに取り組んでいる中学校区
平成 21 平成 22 平成 23
年度実績 年度実績 年度予定
情報交換 45. 6九 53. 7出 62.1弘
交流 36.8百 43.4拡 50. 1九
小中連携した
5. g;。 8.6首 12.3首
カリキュラム
小中連携に取り組む中学校区の割合は年々増
加してしも。情報交換は約6割の中判交区で行わ
れているが，ノj叫コ連擁したカリキュラムを作成し
ている中朝交区は約 l害|代、あり 3 他の項目よりも
取り組まれている割合が極めて低し冶
倒畑県大仙市梯居小判;交 ・仙北中寺司交の実践
平成22年度から2年間にわたり，国立教育政策
研想庁の「小中連携教育実践研究事業」の指定を
受け，研究が行われている。平成22年度の研究で
は，段階を踏まえた小中連携についての研修，外
国語活動及び外国語科の5年間を見通したカリキ
ュラムの開発，カリキュラムの開発の手法の一般
化と他教不いの転用に重点カ溝カれ乙ここでは，
段階を踏まえた研修とカリキュラムの開発に注目
する。
段階を踏まえた研修では，研修を↑静R交換，交
流連携の 3段階に分けて取り組んでいる。第 l
段階では教育活動封世におし、て全職員で取り組む，
第2段階では4つの交流スタイノレ(小教職員一中教
職員，小児童一中教職員，小物隊員中生徒，小児
童一中生徒)で全職員で取り組む，第3段階ではカ
リキュラムの作成について外国語に特化して取り
組むこととしている。
外国語活動及ひ汐ト|五|語手|の5年間を見ilしたカ
リキュラムの開発の手11点は次のようになる。
1)小学校外国語活動と中学校外国語科のそれ
ぞれのねらいの荷日也と共通埋解
2)カリキュラムに必要な要素の洗い山し
3)カリキュラムを構成する時の軸を決定
4)学習内容をj腕芋仕をもたせて配列し，カリキ
ュラムイヒしていく
この研究の成果として，児童・生徒についての
理解，教員間での共通:Eg1Jij平，4つの交流スタイ/レ
を意識した交流，学びの連品自主を活ヵ、した指導や
授業の工夫改善，カリキュラムの開発手11見の杷慢
が挙げ.られた。一方3 指導内容や指導方訟での共
通理解，系統性を意識したカリキュラム編成など
で訳題が残ってし、る。
(5)外|玉|話活動の指導
「第21旦|小判交外国語日動に関する基本調査j
(Benessc教育研究開発センター， 2010)によると，
学級担任が外国語活動で心がけている指専は rコ
ミユニケ一シヨンの楽しさをf休本験させることjが
9剖6.2剖弘札 i5'夕外トH匡国主|語iにと憤れ机しませることむ」 が 9倒4.3抑% 
で
ゲゲ、一ム，英語の歌やチャンツが9害1を1也え，会話
練習， 発出二練習も 8害1を超える。文寸十日将を行行一つ
ている竿1交は l害割|リ|肝r呈度で
いては，英語を聞いたり，話したりする白:声重視
のl;J-[i}Jが中心である。
直山(2006)は，小学佼段階で、は青声によるコミ
ュニケーションを体験させることが大切であると
している。見;宇の読みの指導に関し，音声による
コミュニケーションを補助するものであり，児童
が文字を読む活動に入る前に青声による外国語活
動を十分に経験している必要があると述べている。
3 実践と結果
(1)教職咋門実習 I・日
実習)1じである山形県X小判交と Y小学校で第5
学年を担当している教員2:frに小中連防及び外国
語活動に閲して口頭で尋ねたところ，以下のよう
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に捉えて実践していた。
1)小判交教員は小学校，中学校教員は中判交の
学習指導要領に従って，その学年にふさわし
し沖旨導を行うことで、学びがつながり， 自然と
連換ができる。
2)小中連携は下どもによる元U#¥;である。
3) !卜学校教員と中学校英語科の教員が授業を
合同でf丁うこと，打ち合わせや授業参観を実
施することは時間的余裕もなく ，教員にとっ
ても負担が大きい。
4)アルファベットを用いた文可斗旨導を第5学年
の早い時期から始め，中学校で少しで、も英語
嫌いを作らないように，独自で工夫して授業
を行っている。
5)外国語活動は子どもたちのスター トが|司じ
なので，1玉Irr昨や算数といった科目が苦手なイ
でも楽しく取り組んで、いる姿も見ることが
でき，授業をするのが楽しい。
(2)大学院での授業における取り組み
山形大学教肝職北大守明司;註完の講講:義てで寸、'1偵樹英剣j尉尉|医受業を行い，
ク
/ルL一ブ。lは立小午オ交で外国語iにr同三台ゴ」慣|出貰れj親呪しんでで、きた正牛|ドぞ寸f徒走
に対しい' 中学校第 l 半年の英詰干卒利~I同の授業で3 ノト学
校で学習した表現と同じ内容を扱う|深に，小中連
肢の要素を取り入れた模樹受業を行った。
小菅(2013)は，中学校英語科の発音や語葉，文
法の指導のイメージを図 lのように示している。
i51然とかたま
りで覚えてい
た話器や文型
実際に使って
みる
(言語爪動)
!栴官、する 比型三
図1 中学校での英語学習(文法)のイメージ
図 lを踏まえた授業のitcnは次の通りである。
生徒は小学校外国語活動で凶れ親しんだ表現
を1期主とかたまりとして覚えている。そこで小学
校でも使用しfこ桧カードを見せ，ノト明支での内科
を思い出させるように音声を聞かせながら導入す
る。次に，ルー/レをH留君、しながら丈法的な説明を
行う。その後，実際に生徒が吉:くこと通し，誤っ
ている際は正しながら文法的なかーノレiこ気づカ吐
ていく。
4 考察
(1)実践と結果からの考察
①鞠哉専門実習 1. I
2名の小学校教員は，小中連携をそれぞ、れ違っ
た捉え方をし，取り組む姿勢に違いがみられた。
教員同士に意識差があること，小中連携は教員の
負担も大きいことがわかった。外国語活動に対し
てJ邸包惑があり，指導に自信がなく外国語活動や
小中連携に消極的になっている。一人で指導しよ
うと思わず3 周りと関わりながら指導を考えてい
く必要がある。
⑫:期樹受業
中判交英語科の授業では，小朝交外国語活動で、
慣れ親しんだ語葉キ壊現を音声で導入し，外国語
活動です吏用した教具を中朝交英語科の授業で用し、
ることで，生徒が小判交と中学校の学びが連続し
ている 3 小学校で、の学習が役に立っていると実感
できることがわかったO 生徒にその実感を持たせ
るために小判交外国語活動で、は3 中学校英語科の
前倒しではなく， 小朝交段階にふさわしし、音声に
よる指導を充実させ，積極的に教具を活用してい
くべきである。音声ペ敬具の使用は効果的であり，
ここに小中連携の可能性があると考える。
小学校教員が中判佼英語科の授業を考えたり，
参観したり，一緒に授業を行ったりすることで，
小判交で教えた内容が中守交でどう扱われている
かを把握できる。このことにより，小学校教員が
外国語活動で、教えたことが役立っていると実感で
き，外国語活動に文ける意識が高まると考える。
(2)外国語活動の授業をつくる上で目白書、すべき点
先行研究や実践を通して得られたことから，小
学校外国語活動の授業をつくる際，中判交との連
携を図る上で酒白意すべき点を以下3点に整理する。
lつ目は，小学|交教員， 中朝交英語平卜の教員が
英語教育に対して共通瑚卒することである。小学
校教員同士で意識の違いがあったように，小判交
と中学校で英語教育に対する捉え方にズレがあれ
ば児童 ・生徒は混乱してしまう。 相互が同じ目的
を共有 ・理解して子どもを指導していく必要があ
り，子どものために不可欠である。
2つ目は，音声による指導を充実させ，積極的
に教具を活用することである。 小明交段階ではこ
れからの英語学習へとつながる「聞くことJ，I話
すこと」といった，英語の基礎となる音声に十分
慣れ親しませることが重要である。そのためには3
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あいさつ，英語の歌やチャンツなどの活動を取り
入れ， ALTやデジタル音声樹オ等を用いるなど，
音声の指導を充実させ，たくさん音声に触れさせ
ることが必要である。また，音声を視覚的に補助
し，これまでの学習内容を思い出させるために
絵カ)ド等の教具を積極的に活用し，教具を工夫
していく必要がある。
3つ目は，小朝交と中学佼が邑読した 5年間を
見通したカリキュラムを作成することである。小
朝交から中朝交へと子どもの学びは連続している。
それぞれの学習内容を把握した上で，児童 ・生徒
の発達段階にふさわしい学習内容を，系統性を持
たせながら配列し，ノj情交と中判交が一緒になっ
て見通しをもったカリキュラムを作成していくこ
とが大切である。このことにより，小学校教員も
見通しをもちながら授業をつくることができ，外
国語活動の指導に支村→る不安の軽減が期待できる。
5 到達点と課題
(1)到達点
先行研究から，小中連携の現状や乱題を把握す
ることができ，教職専門実習で、は教員間で、小中連
携に対する意識差があることがわかったO また，
小判交外国語活動の授業をつくる上で配慮すべき
点を有面忍することができた。
(2)課題
次年度の研究では，山形県内における小中連携
の実態を知るために，県内の小 ・中明支教員を対
象にアンケー ト調査を行う。アンケート結果，今
回得られた観点から，小学校外国語活動の授業を
つくり実践し，検証・考察する。これらを踏まえ，
山形県内における英語教育の効果的な小中連携を
図るために，小学校外国語活動の授業で何ができ
るかを考究してして。
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